
花水木 平成22年2月1日

【目標達成計画】
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注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。
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利用者の状態や事業所の状
況の変化に合った理念に
なっているかどうか皆で話
し合う機会を設け、見直す
機会をつくる。

重度化や終末期に利用者の
状況変化に対応できるよ
う、現時点で出来る対応を
明確にし、重度化に対する
方針と意思確認書の作成。

理念の見直し、ケアの中に
活かしていく。

手薄な夜間帯の不安や職員
の心理的不安の軽減と入居
者の安全のために自動通報
放置・火災報知器・スプリ
ンクラーを早期設置する
事。

現在スプリンクラーの設置
するための準備を業者と進
めている。今年度もう一度
避難訓練を実施予定であ
る。

１年
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事業所名　グループホーム花水木　　　　　　　　　　 

作成日　 平成　22年　１月　29日

１年
重度化に対する方針と意思
確認書を作成する。

日頃から災害に対する意識
づけと、まめに訓練を行な
う。自動通報放置・火災報
知器・スプリンクラーを早
期設置する。

年度末である３月の勉強会
にて理念の見直しを行な
う。その後、年に一度日を
決め、定期的に見直す機会
を設ける。

２ヶ月

もう一度入居者、家族から終
末期の希望を確認する。デリ
ケートな問題なので慎重にか
かりつけ医、代表と話し合い
事業所で出来ることを明確に
し、方針や文書を作成してい
きたい。

一万人市民委員会宮城


